
70ドルを挟んで売買が交錯する展開に
NY原油先物相場は、1バレル=67.05ドルまで下落した後、70ドル台前半まで切り返す展開になった。

前週比で反発したが、最近のボックス相場が踏襲されている。週前半は中国経済の減速懸念、米欧中央

銀行のタカ派姿勢の強さを警戒し、70ドルの節目を大きく割り込む展開になった。しかし、週後半は

米原油在庫の大幅な取り崩し、世界的な株価の堅調地合を背景に押し目買い優勢の展開になり、70ドル

台を回復した。

注目度が高かった中国の6月製造業PMIは前月の48.8から49.0まで小幅上昇したが、3か月連続で活動

の拡大・縮小の分岐点となる50を割り込んだ。中国経済の減速傾向を再確認するデータと評価されてい

る。一方で、これを受けて中国政府が景気対策を打ち出す可能性が高まったとの評価もあり、原油相場

は強弱評価が割れる不安定な値動きになった。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（6月23日時点）は、原油が前週比960万バレル減、ガソリ

ンが60万バレル増、石油精製品が12万バレル増となった。
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【現状確認】
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70ドル絡みの展開が続く、在庫減少が続くと底固い

2

【展望】

強弱評価が定まらず70ドルを挟んでの展開が続き易い。値強

い中国経済の減速懸念が上値を圧迫するが、米原油在庫の減

少傾向、7月からサウジアラビアが日量100万バレルの追加減

産に踏み切る中、下値不安は大きくない。70ドルを大きく割

り込むと物色妙味がある一方、73～75ドルのレンジでは上値

を圧迫される見通し。

中国経済動向が注目される中、7月3日に6月財新製造業PMI、

5日に4月財新サービス業PMIが発表されることがイベントリ

スクになる。ここで中国経済の減速傾向が再確認されると、

調整売りが膨らみ易くなる。ただし、あまりに弱い数値にな

ると中国政府の景気対策期待が強まり易く、一方的な下げ相

場に発展するリスクは限定されよう。

7月にサウジアラビアは日量100万バレルの追加減産を行う。

今後の需給・価格動向によっては期間の延長も辞さないとし

ている。少なくとも7月は大規模減産が行われるため、需給

の引き締まりが意識されると底固い展開になろう。7月5～6

日には石油輸出国機構（OPEC）セミナーも予定されている

ため、そこで産油国からどのような情報発信が行われるかに

も注目したい。

一方、米原油在庫は前週に960万バレル減となり、1月27日

以来の低在庫環境になっている。主に他輸出に対するWTI原

油の割安感から輸出が拡大している影響だが、更に在庫の取

り崩しが進むと、需給の引き締まりが意識され易くなろう。

その際には75ドルの節目を試す可能性が高まる見通し。
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